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• 議会広報委員会では､｢議会だより｣の表紙写真を村
民の皆さまから募集しています。人物、風景、家族
写真などテーマは自由です。なお、選考は議会広報
委員会で行います。

●連 絡 先
　北中城村役場議会事務局
　 〒901-2392　沖縄県北中城村字喜舎場426-2
　 TEL（098）935-4848／ＦＡX（098）935-4848
　 Eメール　gikai@vill.kitanakagusuku.lg.jp
　 ※写真の返却をご希望の場合は、申し込み時にお伝えください。

表紙写真を募集しています！
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（2）

（第１０１号）

（喜屋武すま子）

〇 新規事業  標準地鑑定評価業務………………………………………………………………449万円
〇 新規事業  村道仲順ライカム線舗装工事…………………………………………………6,169万円
〇 新規事業  熱田地区排水路整備事業………………………………………………………1,087万円
〇 新規事業  村道喜舎場荻道線歩道整備事業…………………………………………………470万円
〇 新規事業  しおさい公苑バックネット改修工事…………………………………………1,630万円
〇 新規事業  イームイ公園遊具設備工事……………………………………………………1,400万円
〇 新規事業  村道北中城高校127号線護岸整備事業… …………………………………2,546万円

〇　キャンプ瑞慶覧ロウワ―プラザ先行取得事業… 2,570万円
〇　コミュニティバス実証事業……………………… 3,943万円

〇 新規事業  地域公共交通計画策定業務…………… 1,285万円
〇 新規事業  ウェルネスツーリズム推進事業………… 822万円
〇　北中城まつり活性化事業………………………… 1,692万円

〇 新規事業  北中城小学校擁壁工事基金積立……… 2,500万円
〇 新規事業  学校給食共同調理場改修工事設計事業… 191万円
〇 新規事業  生涯学習推進計画策定事業……………… 219万円
〇 新規事業  公営墓地管理運営業務…………………… 308万円
〇 新規事業  シルバー人材センター運営補助金……… 740万円
〇 新規事業  地域福祉計画策定業務…………………… 605万円
〇　高齢者等配食サービス事業……………………… 1,992万円
〇　地域生活支援事業………………………………… 5,300万円

令和２年度決算
　令和4年度一般会計歳入歳出予算の総額80億6,000万円で前年度の85億9,200万
円に比べ5億3,200万円（6.2％）減となった。
　歳入は、村税が減となった一方、地方消費税交付金と地方交付税が増となった。国
庫支出金は、防災無線整備事業や学校施設空調更新事業の完了により減となった。
歳出は、防災無線関連工事費（総務費）、島袋小学校校舎増築工事及び防災機能復旧
工事（教育費）等の完了により、前年度に比べ減となった。

80億6,000万円
前年度比5億3,200万円（6.2％）減

令和４年度 一般会計予算

主なハード事業費

主なソフト事業費

（単位：万円）

コミュニテイバス

公営墓地

原案可決



（3）（喜屋武すま子）

令和４年度 当初予算規模

令和３年度 一般会計補正予算（第9号）
補正額　1,639万円

一 般 会 計… …………………………………………… 80億6,000万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計… …………………………………………… 22億8,518万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計… ………………………………………………  2億2,459万円
水 道 事 業 会 計 予 算（収益的収入+資本的収入）………………… 5億6,907万円
下 水 道 事 業 会 計 予 算（収益的収入+資本的収入）………………… 5億9,258万円

主な事業
〇令和２年度子育てのための施設等利用交付金
　返納分（国庫支出金）…………………………………………………………… 1,087万円
〇令和２年度子育てのための施設等利用交付金
　返納分（県負担分）………………………………………………………………… 543万円

（第１０１号）

原案可決

原案可決

令和３年度 一般会計補正予算（第８号）
補正額 9,147万円

令和３年度 特別会計水道・下水道事業会計補正

主な事業
〇 キャンプ瑞慶覧ライカムロウワープラザ地区用地取得費… ……………… △1,832万円
〇 アナログ防災無線撤去工事（執行残額）… ………………………………… △1,000万円
〇 減債基金積立金… ………………………………………………………………… 8,694万円
〇 新型コロナウイルス感染症対策費関連（執行残額）… …………………… △1,920万円
〇 島袋小学校校舎増築工事残額… ……………………………………………… △1,005万円

国民健康保険特別会計補正（第４号）	 補正額… …………… △28６万円
水道事業会計補正（第3号）	 水道事業費用	 補正額… ………… △1,257万円
	 資本的支出	 補正額… ……………………3万円
下水道事業会計補正（第４号）	 下水道事業収益	 補正額… ……………… △30万円
	 下水道事業費用	 … ………………………… 61万円
	 基本的収入………………………………… △213万円
	 資本的支出………………………………… △326万円

原案可決

原案可決
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（第１０１号）

（稲福　恭秀）

請願・陳情、条例、契約の審議結果

　

　

陳情第4-4号　県立中部病院の医療体制の強化・充実を求める陳情について（要約）

意見書第2号　県立中部病院の医療体制の強化・充実を求める意見書（要約）

　陳情内容：県立中部病院の泌尿器科・腎臓（移植）内科医の定数増、人員・休日の確保、
施設の整備について。
　陳情理由：県立中部病院の泌尿器科・腎臓（移植）内科医は過酷な労働を強いられ、十分な
休日の確保がされていない。来年度より泌尿器科医が減員されることにより、一層労働環境は
悪化するものと予測される。加えて予算確保も厳しく、施設の老朽化により必要な検査、手術機器が不十
分で泌尿器科において標準治療であるロボット支援手術がいまだ導入されていないのは全国の公立病院で

沖縄県だけである。全国でも生活習慣病、腎疾患が多
い沖縄は腎不全を扱う泌尿器科・腎臓（移植）内科の
医師の定数増、人員・休日の確保、設備投資を行うべ
きと考える。　
　審査経過：総務厚生常任委員会で審議し、陳情者「沖
縄県腎移植患者まーみの会」会長から陳情書提案の説
明を受けて質疑を終結し採決の結果、本陳情書は全会
一致で採択した。

　県立中部病院は、沖縄県本島中部医療の基幹病院となっており、県民の命を守るセーフティーネットと
しての役割は非常に高く、高度な医療、質の高いサービスを提供している。そのような中、令和４年４月
より泌尿器科医が減員し１人体制になることになり、腎臓がんや前立腺がん等多くの手術や治療診察を抱
えている。特に医療費の高額な腎不全による人工透析患者は全国的に高い水準にあり、北中城村内におい
ても人工透析患者や予備軍である慢性腎臓病患者が多数おり見過ごす事が出来ない状況にある。医師が１
人体制になることは、医師への負担が増すことは明白であり夜間や休日、緊急の対応が困難な状況になり
県民の命を守るセーフティーネットとしての役割が疎かになることを危惧してやまない。よって本村議会
は県民が安心して医療サービスが受けられるよう強く要望する。
　１，泌尿器科の医師の増員　
　１．ロボット支援手術の導入
　１．機能強化に必要な財源は県の責任で確保すること。　　あて先　沖縄県知事

ロボット支援手術の機器

議案第４号 北中城村長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例の制定について（総務厚生常任委員会付託） 可決 全会一致

議案第５号 デジタル社会の形成を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整備
に関する条例の制定について 可決 全会一致

議案第６号 北中城村特定駐留軍用地等内土地取得事業基金条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致

議案第７号 北中城村公営墓地基金条例の制定について（総務厚生常任委員会付託） 可決 全会一致

議案第８号 北中城村手数料条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致

議案第９号 北中城村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致

議案第10号 北中城村子ども医療費助成条例の一部を改正する条例 可決 全会一致

議案第11号 北中城村通学バス基金条例の制定について（建設文教常任委員会付託） 可決 全会一致

議案第12号 北中城村立中央公民館の設置、管理及び職員に関する条例の一部を改正する条例について 可決 全会一致

３月定例会での

採択
全会一致

採択
全会一致



（5）（稲福　恭秀）

　　

安谷屋第２地区ファームポンド施設

議案第３号　北中城村立小学校管理備品購入事業
　契約金額　7,178,600円　
　受注者　有限会社　沖縄教育サイエンス
　　　　　宜野湾市字愛知３丁目１番11号

第２回臨時議会 ２月10日

　2022年２月24日ロシア連邦はウクライナに対して軍事侵攻を開始し、現在もウクライナの多くの地域で
戦闘が続いている。この間ウクライナでは女性や子どもたちを含む多くの民間人が犠牲になり近隣諸国に
逃れた避難民は300万人を超えたとされている。北中城村は、村民を巻き込んだ地上戦を経た経緯から、
世界に向け恒久平和を希求し発信してきた経緯もあり、今回のロシア連邦によるウクライナ侵攻は許しが
たい蛮行で強い憤りを覚えるものである。本村議会は日本政府に対し、日本国憲法の理念を踏まえ戦争の
停止終結に向けた積極的な外交努力とウクライナに対する人道支援及び周辺国に対する避難民支援に尽力
されることを要望し、同時に在日ロシア人が偏見と差別の対象にならないよう求める。
　あて先　衆議院議長　参議院議長　内閣総理大臣、内閣官房長官　外務大臣　法務大臣

　去る２月24日にロシア連邦はウクライナへ軍事侵攻した。市街地でも軍事作戦を展開し、多数の民間人
にも犠牲が出るなど各国から非難が相次いでいる。北中城村は、村民を巻き込んだ地上戦を経た経緯か
ら、わが国をはじめ世界に向けて恒久平和を希求し発信してきた。このような中、世界では今なお紛争や
戦争が絶えず過ちを繰り返し続けており、今回のロシア連邦によるウクライナ侵攻は許し難い蛮行で強い
憤りを覚えるものである。国連常任理事国であるロシア連邦は国際紛争の平和的解決を実現するために尽
力すべき立場にありながら、核の脅威のもとに武力行使を継続しており、国際法違反及び国連憲章に反す
る軍事行動は、国際社会の秩序を乱す脅威とし
て強く非難するとともに、自国主義を追及した
武力行使が世界に波及することを強く憂慮する
ものである。よって、本村議会はウクライナの
主権及び国民の命が脅かされている事態を憂慮
し、強く抗議すると同時に、国際法にのっとり
国際社会の結束と協調で平和的な手段による早
期解決を求め、ウクライナからの撤退と常任理
事国としての義務を果たすよう強く求めるもの
である。以上決議する。　
　あて先　駐日ロシア連邦大使

議案第２号　北中城村役場外構工事
　契約金額　56,859,000円 　
　受注者　有限会社 向陽技建　
　　　　　北中城村字島袋602番地の１

　変更請負額　77,066,000円　
　原請負契約を946,000円増額する。
　請負者　有限会社　向陽技建　北中城村字島袋602番地の１

決議第２号　�ロシア連邦によるウクライナ侵攻に対し抗議し、早期停戦・
撤退と平和的手段による早期解決を求める決議

第１回臨時議会 １月24日

報告第３号　�安谷屋第２地区ファームポンド施設
整備工事（第２回変更契約）

採択
全会一致

平和的手段による早期解決を

（第１０１号）

意見書第３号　�ロシア連邦のウクライナ侵攻に対し、日本政府に外交努
力と人道支援を求める意見書について 採択

全会一致



村政を問う！
令和４年３月
定例議会

一般質問の議会録要約文は本人執筆、議会広報委員でチェックして掲載

一般質問者

９人 来ませんか

議会
に

①秩序ある土地利用と村の発展に資する　　　
拠点形成

②公営墓地の適正管理と散在化防止の方策は

③暮らしを支える道路交通環境の形成について

3 9p稲福　恭秀  議員………

①他の団体は書類等揃え申請を行っている

②農を生かした福祉の里づくり事業

③道路行政について

2 8p上間　堅治  議員………

1 7p比嘉　盛一  議員………
①生きているうちに自分で墓をたてたい

①地域の構造変化に対応する行政基盤の強化

②高齢社会は少子化問題と共にある現実

③平和学習と行政の取り組み

④おくやみコーナー創設について

4 10p大城　律也  議員………

6 12p伊集　守吉  議員………
①防災無線の設置場所について

②都市計画区域の見直しについて

③村公共施設の管理について

①パークゴルフ場建設について

②しおさい市場について

③アリーナ建設等に関して

5 11p比嘉　義弘  議員………

①学力の低下で 2,000 兆円の損失

②早急に保育士確保を

8 14p山田　晴憲  議員………

①しまぶく学童クラブの待機児童解消の実現を

②お悔やみコーナーの設置を

9 15p喜屋武すま子 議員……

①高齢者の生前予約認めてはどうか

②早めに決断し周知を

7 13p比嘉　義彦  議員………
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今
回
は
公
営
墓
地

に
お
い
て
、
生
前
の

墳
墓
建
立
を
認
め
て
も
ら
う

た
め
の
質
問
で
あ
る
。
過
去

５
年
間
の
墳
墓
建
立
の
実
績

を
問
う
。

　

平
成
28
年
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
合

計
で
１
０
２
件
、そ
の
内
、56

件
が
村
民
の
申
請
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
生
前
の

墳
墓
建
立
は
何
件
か
。

　

申
請
時
の
項
目
に

な
い
の
で
確
認
し
て

い
な
い
。

　

条
例
制
定
時
に
生

前
の
墳
墓
建
立
を
認

め
て
欲
し
い
と
疑
問
を
呈
し

て
い
た
の
に
、
な
ぜ
、
追
跡

調
査
を
し
な
か
っ
た
の
か
。

　

墓
を
建
立
す
る
と

き
は
墓
地
等
の
経
営

の
許
可
の
条
例
及
び
施
行
規

則
に
の
っ
と
っ
て
許
可
申
請

を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

正
確
に
は
把
握
は
し
て
な
い

が
お
そ
ら
く
生
前
に
造
ら
れ

た
墓
が
多
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　

生
前
墳
墓
建
立
に

つ
い
て
は
12
月
議
会

の
時
に
問
題
提
起
し
て
い
る
。

５
年
間
で
村
民
申
請
僅
か
56

件
、
追
跡
調
査
す
る
こ
と
に

よ
り
実
態
が
わ
か
る
。
こ
れ

か
ら
で
も
追
跡
調
査
を
し
て

欲
し
い
。

　

住
民
福
祉
の
向
上

に
質
す
る
も
の
で
あ

れ
ば
追
跡
調
査
も
可
能
で
あ

る
。

　

12
月
議
会
で
墳
墓

の
生
前
建
立
に
つ
い

て
は
別
途
規
則
等
で
定
め
る

と
し
て
い
る
が
規
則
に
定
め

た
の
か
。

　

ま
だ
正
式
に
は
発

し
て
な
い
。
ま
だ
詰

め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
４
月

１
日
の
施
行
ま
で
に
は
定
め

た
い
。　

施
政
方
針
の
中
の

高
齢
者
対
策
と
し
て
、

「
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予

防
と
フ
レ
イ
ル
予
防
等
の
介

護
事
業
を
推
進
す
る
」
と
し

て
い
る
が
、
高
齢
者
の
墓
が

な
い
と
の
ス
ト
レ
ス
は
フ
レ

イ
ル
を
引
き
起
こ
す
要
因
と

な
ら
な
い
か
。

　

そ
う
い
う
現
象
が

あ
れ
ば
、
当
然
、
見

直
し
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

納
骨
堂
に
つ
い
て

も
募
集
期
間
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
人
は
い
つ

亡
く
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。

納
骨
堂
は
随
時
受
付
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

　

基
本
的
に
は
募
集

期
間
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
担
当
課
が
対
応
で

き
る
の
で
あ
れ
ば
随
時
受
付

し
て
も
い
い
と
思
う
。

　

12
月
の
委
員
会
で

村
外
の
者
で
も
規
制

区
外
で
の
申
請
が
あ
っ
た
場

合
、
公
営
墓
地
に
案
内
す
る

と
い
う
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

総
事
業
費
７
億
５
千
万
円
、

一
般
財
源
１
億
５
千
万
円
の

費
用
が
掛
か
っ
て
い
る
。
村

外
の
者
に
は
利
用
さ
せ
る
べ

き
で
は
な
い
と
考
え
る
が
村

長
の
考
え
を
問
う
。

　

村
内
の
者
が
死
亡

し
、
祭
司
を
主
宰
す

る
者
が
村
外
の
場
合
で
も
、

誘
導
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。

言
葉
の
説
明　

フ
レ
イ
ル

フ
レ
イ
ル
は
高
齢
者
に
お
い
て

よ
く
認
め
ら
れ
る
老
年
症
候
群

で
あ
る
。フ
レ
イ
ル
に
は
身
体

的
，精
神
心
理
的
，社
会
的
な
要

因
が
あ
る
。

比嘉　盛一 議員

●生 
き
て
い
る
う
ち
に

自
分
で
墓
を
た
て
た
い

北中城村公営墓地

詳細は
動画から
Check!
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
交
付
規
程
が

ま
だ
確
認
出
来
て
い
な
い
。

　

令
和
４
年
２
月
27

日
告
示
第
11
号
で
北

中
城
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
運
営
補
助
金
交
付
要
綱

を
作
成
済
。

　

９
月
の
補
正
予
算

で
は
予
算
書
、
規
則

等
の
提
出
は
あ
っ
た
の
か
。

　

各
種
団
体
の
補
助

金
を
使
っ
て
支
出
。

歳
出
計
算
も
あ
り
人
件
費
と

し
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
規

則
に
関
し
て
は
、
発
起
人
会

か
ら
準
備
会
を
立
ち
上
げ
る

段
階
で
規
則
等
は
な
い
状
態
。

　

多
く
の
補
助
団
体

が
あ
り
総
会
を
行
い

書
類
も
作
成
し
補
助
金
申
請

し
て
い
る
。
他
団
体
と
の
違

い
は
。　

規
則
等
整
備
し
て

補
助
金
の
あ
り
方
も

あ
る
。
今
回
は
、
立
ち
上
げ

の
段
階
で
支
援
の
要
請
を
受

け
援
助
を
行
な
っ
た
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
対
し
村
職

員
の
か
か
わ
り
は
。

　

理
事
と
し
て
企
画

振
興
課
長
、
福
祉
課

長
が
入
る
。

　

監
査
と
し
て
も

入
っ
て
も
ら
い
た
い

が
。

　

基
本
的
に
補
助
金

交
付
と
い
う
の
は
毎

年
一
定
額
で
は
な
い
。
毎
年

行
政
と
し
て
査
定
す
べ
き
で

あ
る
。　

農
を
活
か
し
た
健

康
・
福
祉
の
里
づ
く

り
事
業
の
進
捗
状
況
は
。

　

令
和
３
年
度
は
、

整
備
事
業
者
の
補
助

金
活
用
支
援
と
整
備
事
業
者

選
定
を
行
っ
て
い
る
。

　

三
重
県
へ
の
先
進

地
視
察
の
目
的
と
成

果
は
。　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

と
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を

視
察
。
事
業
計
画
の
先
進
地

視
察
に
な
る
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
発
電

等
事
業
者
も
決
ま
っ

て
い
る
中
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
の

話
も
あ
り
、
村
の
持
ち
出
し

が
大
き
く
な
る
の
を
危
惧
し

て
い
る
、
な
ぜ
視
察
に
行
か

な
け
れ
ば
行
け
な
い
の
か
。

　

こ
れ
か
ら
具
体
的

な
計
画
に
な
い
が
イ

メ
ー
ジ
を
高
め
る
た
め
の
視

察
で
あ
る
。

　

民
間
の
資
本
も
入

る
と
の
こ
と
だ
が
村

の
持
ち
出
し
は
。

　

民
間
活
力
も
活
用

し
た
事
業
と
い
う
こ

と
で
５
億
円
弱
。
沖
縄
振
興

補
助
金
の
活
用
も
検
討
し
て

い
る
。

　

島
袋
区
内
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
看
板
で

速
度
制
限
は
可
能
か
。

　

速
度
規
制
は
で
き

な
い
が
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
注
意
喚
起
と
し
て
表
示

し
て
い
る
。

　

看
板
を
み
る
と
経

年
劣
化
で
真
っ
白
な

物
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
物

で
注
意
喚
起
が
で
き
る
の
か
。

　

古
い
看
板
も
あ
る

の
で
、
今
後
関
係
機

関
と
調
整
し
て
新
た
な
看
板

の
設
置
が
可
能
か
検
討
し
た

い
。

詳細は
動画から
Check!

上間　堅治 議員

農を活かした
福祉の里

づくり事業

道
路
行
政
に
つ
い
て

●他の団体は書類等揃え
申請を行っている

村長…今回は立ち上げ段階での支援

昭和 59年に設置されたスクールゾーンの看板



（9）

（第１０１号）

　

秩
序
あ
る
土
地
利

用
と
村
の
発
展
に
資

す
る
拠
点
形
成
に
つ
い
て
、

東
海
岸
地
域
は
県
が
想
定
す

る
津
波
浸
水
区
域
内
に
あ
る

こ
と
に
よ
り
土
地
利
用
が
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
今
後
土

地
利
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

検
討
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ

が
、
具
体
的
な
構
想
は
あ
る

か
。

　

具
体
的
な
構
想
は

な
い
が
、
検
討
を
進

め
る
に
あ
た
り
調
査
方
法
や

財
源
を
ど
う
す
る
か
、
基
礎

的
な
部
分
か
ら
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

　

東
海
岸
の
土
地
利

用
に
つ
い
て
、
同
地

域
に
公
共
事
業
の
投
入
や
宅

地
確
保
対
策
に
つ
い
て
公
約

に
あ
る
が
考
え
が
変
わ
っ
た

の
か
。　

津
波
対
策
の
課
題

が
あ
り
減
歩
率
が
非

常
に
大
き
い
た
め
、
な
か
な

か
進
ま
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

中
部
広
域
都
市
計

画
移
行
に
つ
い
て
、

令
和
元
年
に
前
新
垣
邦
男
村

長
と
中
城
村
長
が
連
名
で
県

に
要
請
し
た
経
緯
が
あ
る
が
、

継
続
的
に
協
議
を
行
な
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
県
は
移
行

要
請
を
受
け
て
、
両
村
に
対

し
今
後
共
通
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
方
針
を
策
定
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、

取
組
は
進
ん
で
い
る
か
。

　

中
部
へ
の
移
行
が

な
ぜ
必
要
か
具
体
化

し
て
行
く
必
要
が
あ
り
、
共

同
の
ま
ち
づ
く
り
を
両
村
で

整
理
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

公
営
墓
地
整
備
も

完
了
し
、
今
後
、
公

営
墓
地
の
適
正
な
管
理
運
営

に
お
い
て
散
在
化
防
止
の
方

策
は
。　

墓
地
の
散
在
化
防

止
に
関
し
、
村
内
、

村
外
在
住
で
規
制
区
域
外
で

あ
る
地
権
者
の
墓
地
建
設
に

つ
い
て
、
公
営
墓
地
へ
の
利

用
案
内
を
則
し
て
い
く
。

　

墓
地
経
営
許
可
申

請
が
年
間
20
件
ほ
ど

あ
る
が
、
墓
地
を
購
入
し
て

の
墓
地
経
営
許
可
申
請
は
、

極
力
認
め
る
べ
き
で
な
い
と

思
う
が
。

　

今
後
検
討
し
て
村

内
に
墓
地
が
出
来
な

い
よ
う
方
策
を
取
る
べ
き
だ

ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　

墓
地
の
経
営
許
可

は
墓
地
の
散
在
化
に

繋
が
り
、
公
営
墓
地
へ
の
集

約
化
や
散
在
化
防
止
に
繋
が

ら
な
い
気
が
す
る
が
、
墓
地

規
制
区
域
を
広
げ
る
の
は
可

能
か
。　

関
係
課
を
含
め
て

相
談
し
、
規
制
区
域

を
広
げ
る
こ
と
は
可
能
だ
と

思
う
。　

公
共
交
通
空
白
地

域
が
多
数
存
在
し
地

域
移
動
に
課
題
が
あ
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
実
証
実
験

の
運
行
ル
ー
ト
を
拡
充
し
既

存
の
公
共
交
通
と
連
携
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的

な
内
容
は
。

　

路
線
バ
ス
や
タ
ク

シ
ー
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
、
あ
や
か
り
の
杜
バ
ス
等

の
村
内
既
存
公
共
交
通
の
役

割
と
位
置
付
け
を
明
確
に
し

移
動
利
便
性
を
上
げ
る
。

公
営
墓
地
の
適
正
管

理
と
散
在
化
防
止
の

方
策
は

暮
ら
し
を
支
え
る
道

路
交
通
環
境
の
形
成

に
つ
い
て

※
他
に
平
和
運
動・国
際
交
流
の

推
進
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

●秩 
序
あ
る
土
地
利
用
と

     
村
の
発
展
に
資
す
る
拠
点
形
成

宅地開発が進まない東海岸地域

詳細は
動画から
Check!

稲福　恭秀 議員
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地
方
行
政
の
存
立

を
な
す
も
の
は
、
地

域
社
会
で
あ
る
。
ラ
イ
カ
ム

地
域
の
人
口
流
動
の
定
住
化

に
伴
い
、
地
域
一
体
性
、
連

帯
感
の
欠
如
が
顕
著
と
な
り
、

居
住
自
治
体
に
対
す
る
帰
属

意
識
の
希
薄
化
、
自
治
意
識

の
低
調
が
憂
え
ら
れ
る
。
地

域
防
災
対
策
の
推
進
に
も
悪

影
響
を
も
た
ら
す
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
速
や
か
な
形
成

確
立
が
必
要
で
あ
る
。

　

自
治
会
は
、
地
域

に
住
む
人
々
が
よ
り

良
い
環
境
の
下
で
生
活
で
き

る
よ
う
共
同
す
る
組
織
で
あ

る
。
行
政
と
し
て
も
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
速
や
か
な

形
成
の
た
め
積
極
的
に
協
力

し
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
社
会
と
は
、

高
齢
者
が
総
人
口
に

対
し
て
、
一
定
以
上
の
割
合

で
存
在
し
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
本
村
に
お
い
て
も
高
齢

化
は
急
速
に
進
行
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
２
０

２
０
年
調
査
で
は
総
人
口
の

約
22
％
、
4
・
5
人
に
1
人

は
高
齢
者
と
な
っ
て
い
る
。

安
定
し
た
住
環
境
の
確
保
や
、

高
齢
社
会
に
適
し
た
ま
ち
づ

く
り
で
あ
る
。
交
通
手
段
の

確
保
、
犯
罪
、
災
害
な
ど
か

ら
の
保
護
な
ど
の
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

　

村
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
に
お
け
る
推

計
で
は
２
０
４
０
年
に
は
本

村
の
高
齢
化
率
は
２
6
・
3

％
と
見
込
ま
れ
る
。
高
齢
者

世
帯
の
増
加
な
ど
、
介
護
ニ

ー
ズ
が
さ
ら
に
増
加
す
る
。

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　

終
戦
か
ら
77
年
、

日
本
復
帰
50
年
の
節

目
で
あ
る
。
先
輩
方
の
戦
争

体
験
で
あ
る
。
再
び
あ
の
過

酷
な
暗
黒
の
時
代
を
繰
り
返

し
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し

て
い
る
。
戦
争
風
化
の
危
機

で
あ
る
。
沖
縄
戦
を
追
体
験

で
き
る
平
和
学
習
の
場
と
し

て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
佐
喜
眞
美
術
館
。
戦
争

の
記
憶
を
い
か
に
し
て
継
承

す
る
か
問
わ
れ
て
い
る
。

　

村
定
例
校
長
会
に

お
い
て
、
佐
喜
眞
美

術
館
の
令
和
４
年
度
に
お
け

る
平
和
学
習
で
の
活
用
に
つ

い
て
説
明
し
、
お
願
い
し
た
。

平
和
を
守
る
村
民
の
会
と
連

携
し
、
平
和
学
習
の
機
会
が

つ
く
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

高
齢
化
に
よ
っ
て

配
偶
者
が
高
齢
と
な

る
ケ
ー
ス
で
死
亡
相
続
に
関

す
る
手
続
き
の
負
担
は
一
層

大
き
く
な
る
も
の
と
予
想
さ

れ
る
。
お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
負
担
軽
減
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。

　

住
民
生
活
課
に
お

い
て
、
死
亡
届
が

あ
っ
た
場
合
に
国
民
年
金
の

手
続
き
、
福
祉
課
、
健
康
保

険
課
、
税
務
課
等
で
の
手
続

き
、
法
務
局
管
轄
の
相
続
等

の
手
続
き
に
関
す
る
説
明
資

料
を
配
っ
て
い
る
。
開
設
し

た
場
合
、
10
種
類
く
ら
い
ま

で
対
応
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

詳細は
動画から
Check!

大城　律也 議員

●地域の構造変化に対応
する行政基盤の強化

急激な変貌を遂げるライカム地区

高
齢
社
会
は
少

子
化
問
題
と
共

に
あ
る
現
実

平
和
学
習
と
行

政
の
取
り
組
み

おくやみコーナー
創設について
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前
村
政
に
お
い
て
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

建
設
計
画
を
進
め
て
い
た
と

思
う
が
、
い
つ
の
間
に
か
そ

の
事
業
計
画
が
話
題
に
も
な

ら
な
く
な
っ
た
。
前
村
政
の

公
約
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
る
が
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
は
前
村
政
の
公

約
と
認
識
し
て
い
る
。

　

何
故
、
そ
の
点
に

拘
る
か
と
い
う
と
私

は
調
査
の
た
め
に
先
進
地
の

久
米
島
に
行
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
念
の
た
め
、
私
は
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
よ
り
も
陸
上
競

技
場
建
設
を
優
先
さ
せ
た
い

考
え
で
あ
っ
た
。

　

現
時
点
で
は
建
設

に
向
け
た
計
画
は
な

い
。

　

し
お
さ
い
市
場
が

指
定
管
理
者
の
下
で

機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
約
１
年
を
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
村
か
ら
１
，
１

０
０
万
円
が
補
助
さ
れ
て
い

る
た
め
、
村
の
農
業
振
興
に

大
き
く
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
考
え
る
。
基
本
的
に
は
村

の
農
業
を
中
心
と
し
た
分
野

の
発
展
を
目
的
と
し
て
し
お

さ
い
市
場
は
存
在
し
て
い
る
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
声
掛
け
し

野
菜
等
の
調
達
を
し
て
い
る

と
思
う
が
ど
う
か
。

　

農
家
の
皆
さ
ん
と

い
う
言
い
方
は
齟そ

ご齬

が
生
じ
る
の
で
、
正
確
に
は

北
中
城
村
地
産
地
消
協
議
会

の
会
員
と
な
る
。
た
だ
し
、

し
お
さ
い
市
場
と
し
て
給
食

セ
ン
タ
ー
や
イ
オ
ン
に
納
品

す
る
場
合
は
安
心
、
安
全
を

担
保
で
き
る
も
の
、
防
除
日

誌
を
提
出
で
き
る
な
ど
に
限

っ
て
取
り
引
き
を
行
な
っ
て

い
る
。　

し
お
さ
い
市
場
の

野
菜
商
品
の
正
札
に

は
北
中
城
村
地
産
地
消
協
議

会
と
記
さ
れ
て
い
る
が
間
違

い
な
い
か
。

　

し
お
さ
い
市
場
に

変
更
し
て
貰
い
た
い

と
イ
オ
ン
側
に
申
し
入
れ
を

行
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

ア
リ
ー
ナ
建
設
の

事
業
計
画
は
前
村
政

の
最
も
力
を
入
れ
た
事
業
。

現
在
に
お
い
て
も
極
め
て
厳

し
い
事
業
と
考
え
て
い
る
。

従
来
通
り
継
続
し
て
行
く
考

え
か
。　

ア
リ
ー
ナ
建
設
に

つ
い
て
は
庁
内
検
討

会
の
意
見
も
踏
ま
え
事
業
中

止
と
す
る
場
合
は
支
出
済
み
、

補
助
金
に
利
子
を
含
め
返
還

金
が
高
額
と
な
る
こ
と
及
び

未
買
収
用
地
を
実
勢
価
格
で

買
収
す
る
と
な
れ
ば
大
幅
な

事
業
費
の
増
大
と
な
り
村
の

財
政
を
圧
迫
す
る
こ
と
、
何

よ
り
取
得
済
用
地
の
地
権
者

の
方
々
の
事
業
に
協
力
い
た

だ
い
た
想
い
に
応
え
る
た
め

に
も
、
規
模
を
縮
小
し
施
設

内
容
、
利
用
方
法
等
に
つ
い

て
見
直
し
を
図
り
、
村
民
の

交
流
及
び
防
災
拠
点
に
資
す

る
施
設
整
備
と
し
て
事
業
継

続
す
る
こ
と
が
、
最
善
の
選

択
で
あ
る
と
考
え
る
。
な
お

施
設
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と

に
よ
り
、
事
業
費
（
用
地
費
、

建
設
費
）
は
縮
減
さ
れ
村
財

政
へ
の
影
響
は
最
小
限
に
留

ま
る
も
の
と
考
え
る
。

し
お
さ
い
市
場
に
つ
い
て

アリーナ
建設等に
関して

●パ 
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

建
設
に
つ
い
て

建設予定のアリーナの広場

比嘉　義弘 議員

詳細は
動画から
Check!
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防
災
無
線
は
防
災

情
報
を
い
ち
早
く
村

民
に
知
ら
せ
る
役
割
以
外
に

村
民
向
け
の
広
報
等
幅
広
く

活
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

新
し
く
設
置
し
た
防
災
無
線

は
音
声
が
届
き
に
く
い
と
一

部
自
治
会
か
ら
声
が
あ
っ
た
。

防
災
無
線
設
置
場
所
変
更
の

理
由
と
場
所
の
選
定
に
つ
い

て
伺
う
。

　

音
達
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
、
電
波
伝
搬

調
査
に
基
づ
き
ス
ピ
ー
カ
ー

の
再
編
を
行
っ
て
い
る
。
場

所
の
選
定
に
つ
い
て
は
村
有

地
で
あ
る
こ
と
、
建
柱
車
の

作
業
の
可
否
や
公
民
館
に
つ

い
て
は
自
治
会
長
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
で
決
定
し
た
。

　

村
民
か
ら
音
声
が

届
か
な
い
と
の
声
は

な
か
っ
た
か
。

　

整
備
が
完
了
し
て

か
ら
現
在
ま
で
4
件

あ
っ
た
。
ま
た
、
う
る
さ
い

と
の
苦
情
も
1
件
あ
っ
た
。

　

担
当
課
で
音
声
が

各
方
面
に
届
く
か
確

認
し
て
か
ら
設
置
場
所
は
決

め
た
の
か
。

　

直
接
職
員
が
出
向

い
て
行
っ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
専
用
の
機
器

で
調
査
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
防
災

無
線
は
自
治
会
の
各

班
の
真
ん
中
あ
た
り
に
設
置

さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
端
っ

こ
に
移
し
て
あ
る
。
こ
れ
で

は
離
れ
て
い
る
所
は
音
声
が

届
か
な
い
と
思
う
が
。

　

聞
こ
え
な
い
と
い

う
問
い
合
わ
せ
に
対

し
て
は
職
員
と
業
者
が
現
地

に
行
っ
て
確
認
し
て
ス
ピ
ー

カ
ー
の
増
設
や
向
き
の
調
整
、

音
量
の
増
減
の
確
認
な
ど
を

経
て
対
応
し
て
い
る
。

　

防
災
無
線
の
設
置

場
所
の
近
く
に
病
院

が
あ
る
。
音
量
を
上
げ
る
と

こ
の
病
院
へ
の
影
響
は
な
い

か
。

　

安
静
に
さ
れ
て
い

る
方
が
入
院
し
て
い

る
場
合
は
影
響
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
ま
だ

病
院
か
ら
問
い
合
わ
せ
や
苦

情
は
な
い
。

　

都
市
計
画
区
域
の

見
直
し
に
つ
い
て
は

両
村
の
担
当
者
間
で
連
絡
調

整
を
頻
繫
に
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
、
話
し
合
い
は

進
ん
で
い
る
の
か
。

　

県
・
国
へ
提
案
し

て
い
く
た
め
有
識
者

も
含
め
た
委
員
会
を
開
催
し

て
、
そ
の
意
見
も
踏
ま
え
て

今
後
整
理
し
て
い
く
。
両
村

で
の
熟
度
は
ま
だ
達
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

多
く
の
村
民
が
利

用
し
て
い
る
屋
宜
原

公
園
で
落
書
き
が
あ
っ
た
。

こ
の
公
園
は
保
育
園
児
や
親

子
連
れ
が
楽
し
く
遊
ん
で
い

る
の
を
よ
く
見
か
け
る
。
注

意
看
板
や
パ
ト
ロ
ー
ル
以
外

に
何
か
対
策
を
考
え
て
い
る

か
。

　

現
時
点
で
具
体
的

に
対
策
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

落
書
き
が
あ
っ
た

昨
年
の
10
月
頃
か
ら

約
半
年
が
た
っ
て
い
る
。
子

ど
も
達
に
も
影
響
を
与
え
る

と
思
う
が
修
復
す
る
予
定
は

あ
る
か
。

　

で
き
る
だ
け
早
め

に
修
復
、
改
善
で
き

る
よ
う
に
予
算
状
況
も
見
な

が
ら
対
応
す
る
。

●防災無線の設置場所
　　　　　 について

音声が届きにくい防災無線、設置場所が問題か

都市計画区域の
見直しについて

村公共施設
の管理に
ついて

伊集　守吉 議員

詳細は
動画から
Check!
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３
月
28
日
か
ら
第

１
期
の
募
集
が
始
ま

る
が
次
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

第
１
期
募
集
の
詳
細
。
募
集

に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
件

数
と
内
容
。
第
２
期
募
集
の

予
定
時
期
。

　

墓
地
用
地
を
50
基

募
集
す
る
。
問
い
合

わ
せ
は
３
月
15
日
ま
で
に
１

７
２
件
、
内
容
は
条
件
確
認

が
多
か
っ
た
。
２
期
募
集
は

ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

　

生
前
予
約
が
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
方
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
我
々
議
員
に
あ
る
。
特

に
高
齢
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
情
報
を
検
討
委

員
会
で
議
題
に
す
れ
ば
何
か

得
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
が
。

　

死
亡
届
の
提
出
条

件
が
３
つ
あ
り
、
村

外
で
提
出
さ
れ
た
場
合
、
予

約
者
が
亡
く
な
っ
て
も
担
当

課
の
確
認
が
難
し
い
と
い
う

こ
と
で
生
前
予
約
は
で
き
な

い
こ
と
に
決
め
て
い
る
。

　

予
約
を
し
た
こ
と

を
家
族
に
話
を
し
て

い
な
い
こ
と
を
想
定
し
て
と

思
う
が
、
何
人
位
い
る
と
思

う
か
。　

何
人
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
死
亡

届
を
受
け
て
い
る
担
当
課
の

感
覚
で
あ
る
。

　

職
員
の
業
務
を
軽

減
す
る
た
め
か
。

　

職
員
の
業
務
の
軽

減
で
は
な
い
。
生
前

予
約
を
す
る
と
当
初
で
埋
ま

る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危

惧
が
あ
り
、
亡
く
な
っ
た
ら

一
時
納
骨
室
に
預
け
て
お
墓

を
建
設
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

　

高
齢
者
の
生
前
予

約
を
認
め
て
は
ど
う

か
。

　

例
規
の
判
断
基
準

等
を
今
月
中
に
作
る
。

　

法
改
正
に
よ
り
、

今
年
の
４
月
１
日
か

ら
成
年
年
齢
が
20
歳
か
ら
18

歳
に
変
わ
る
。
国
は
、
成
人

式
の
時
期
や
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
各
自
治
体
の
判
断
に

委
ね
る
と
し
て
い
る
。
18
歳

か
ら
20
歳
が
対
象
と
な
る
が
、

令
和
４
年
度
の
成
人
式
の
年

齢
対
象
に
つ
い
て
伺
う
。

　

内
閣
府
の
世
論
調

査
で
20
歳
で
式
典
を

望
む
意
見
が
70
％
を
超
え
て

い
る
報
告
が
あ
る
。
本
村
も

決
定
で
は
な
い
が
、
20
歳
の

集
い
で
予
定
し
て
い
る
。

　

式
典
に
参
加
す
る

皆
さ
ん
は
、
着
物
や

袴
を
１
年
前
か
ら
予
約
す
る

と
聞
い
て
い
る
。
迷
惑
を
か

け
な
い
よ
う
に
早
く
決
断
し

周
知
し
て
は
。

　

４
月
の
教
育
委
員

会
に
諮
り
長
の
決
済

を
貰
う
。

●高 
齢
者
の
生
前
予
約
認
め
て
は
ど
う
か

造成が完了した公営墓地

村
長
…
例
規
の
判
断
基
準
等
を
今
月
中
に
作
る

比嘉　義彦 議員

詳細は
動画から
Check!

早
め
に
決
断
し

周
知
を
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コ
ロ
ナ
関
係
・
学

級
閉
鎖
に
学
校
現
場

の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
支
援
の

マ
ン
パ
ワ
ー
は
大
丈
夫
か
。

　

学
級
閉
鎖
等
の
持

ち
帰
り
で
学
習
保
障
、

関
係
業
者
等
と
話
合
い
の
継

続
検
討
。
教
員
の
負
担
感
は
、

学
習
指
導
要
領
の
取
組
み
、

感
染
症
対
策
、
G
I
G
A
ス

ク
ー
ル
の
取
組
等
、
ニ
ー
ズ

を
捉
え
た
指
導
の
頑
張
り
、

教
育
委
員
会
は
サ
ポ
ー
ト
、

指
導
と
子
供
達
の
安
全
を
最

優
先
。　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で

生
涯
収
入
減
学
力
の

低
下
で
２
，
０
０
０
兆
円
の

損
失
世
界
銀
行
が
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る
。
国
内
・
世
界

教
育
経
済
学
者
か
ら
懸
念
の

声
が
。
わ
が
村
は
教
育
立
村
、

子
ど
も
の
環
境
・
先
生
の
環

境
が
一
番
。
マ
ン
パ
ワ
ー
、

特
別
支
援
体
制
等
の
強
化
を
。

　

教
育
が
世
界
経
済

に
与
え
る
影
響
が
、

こ
れ
ほ
ど
大
き
い
と
は
教
育

委
員
会
に
則
し
た
事
業
が
あ

れ
ば
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
等
、

子
育
て
世
代
の
皆
さ

ん
の
諸
事
情
に
よ
る
学
童
保

育
の
一
時
預
か
り
、
安
全
安

心
し
て
仕
事
に
専
念
可
能
な

環
境
づ
く
り
を
。

　

既
に
待
機
が
出
る

状
況
も
見
込
ま
れ
厳

し
い
。
対
策
と
し
て
、
児
童

館
で
夏
休
み
等
期
間
中
に
昼

時
間
の
受
入
れ
を
行
う
等
低

学
年
を
中
心
に
学
童
の
補
完

事
業
。

し
ま
ぶ
く
学
童
ク
ラ

ブ
保
護
者
会
要
請
書

回
答
内
容
等
は
。

　

島
袋
小
学
校
区
内

は
利
用
者
増
が
あ
り
、

今
後
計
画
の
見
直
し
を
行
っ

て
い
く
予
定
。
令
和
4
年
4

月
の
待
機
児
童
が
生
ず
る
状

況
は
、
既
存
の
村
内
学
童
で

受
入
れ
調
整
を
初
め
、
待
機

児
童
が
発
生
し
な
い
よ
う
検

討
す
る
。

　

説
明
会
の
予
定
は
。

　

教
育
委
員
会
、
関

係
課
と
島
小
周
辺
の

視
察
を
行
い
、
施
設
整
備
等

に
厳
し
い
面
も
あ
る
、
児
童

館
計
画
で
可
能
と
思
う
。
保

護
者
会
と
の
話
合
い
は
実
施

し
た
い
。

　

二
次
調
整
後
の
保

育
入
所
待
ち
人
数
の

詳
細
は
。

　

複
数
の
施
設
で
保

育
士
の
確
保
が
で
き

ず
待
機
増
の
見
込
、
入
所
利

用
調
整
を
続
け
て
い
る
状
況

で
二
次
調
整
後
の
入
所
待
ち

人
数
の
確
定
は
ま
だ
。
現
時

点
で
、
特
に
１
歳
児
が
人
数

受
け
入
れ
で
き
な
い
。

　

現
状
か
ら
希
望
通

り
入
所
で
き
な
い
子

育
て
世
代
が
い
る
と
思
う
が
、

保
護
者
の
皆
さ
ん
に
納
得
頂

け
る
対
応
策
に
つ
い
て
の
考

え
は
。　

保
育
士
確
保
支
援

を
継
続
、
他
市
町
村

施
設
へ
の
広
域
利
用
を
含
め

対
応
。
県
か
ら
積
極
的
に
市

町
村
間
の
広
域
利
用
を
促
し
、

施
設
に
空
き
が
出
な
い
よ
う

に
取
組
み
。
村
内
に
、
認
可

外
施
設
、
特
に
企
業
主
導
型

の
設
置
、
整
備
さ
れ
た
保
育

所
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら

活
用
の
考
え
も
。

●学力の低下で
2,000兆円の損失

学校現場へマンパワーの充実を

早急に保育士確保を

山田　晴憲 議員

詳細は
動画から
Check!



（15）

（第１０１号）

　

令
和
３
年
12
月
議

会
で
し
ま
ぶ
く
学
童

ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
の
解
消

に
つ
い
て
、
知
恵
を
出
し
合

い
学
童
ク
ラ
ブ
を
必
要
と
す

る
全
て
の
児
童
が
利
用
で
き

る
環
境
整
備
が
必
要
で
あ
る

と
訴
え
た
。
当
局
は
、
次
年

度
の
申
込
み
状
況
を
確
認
し
、

対
策
を
検
討
し
て
い
る
と
答

弁
し
た
。
で
は
現
状
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
２
月
末
現

在
村
内
６
か
所
の
定
員
数
と

入
所
数
を
伺
う
。

　

学
童
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
の
定
員
が
70
人

に
対
し
利
用
児
童
66
人
、
ア

リ
ス
学
童
ク
ラ
ブ
は
定
員
30

人
対
し
34
人
の
児
童
、
す
て

ら
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
定
員
30

人
に
対
し
28
人
の
児
童
、
大

空
子
ど
も
ク
ラ
ブ
は
定
員
40

人
に
対
し
24
人
の
児
童
、
は

に
ん
す
キ
ッ
ズ
学
童
ク
ラ
ブ

は
定
員
40
人
に
対
し
24
人
の

児
童
、
し
ま
ぶ
く
学
童
ク
ラ

ブ
は
定
員
61
人
に
対
し
61
人

の
児
童
。
定
員
数
合
計
が
２

７
１
人
で
利
用
児
童
数
は
２

４
７
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
４
月

１
日
に
し
ま
ぶ
く
学

童
ク
ラ
ブ
の
待
機
児
童
数
は
、

解
消
さ
れ
る
か
。

　

次
年
度
は
、
定
員

を
超
え
る
申
込
み
が

あ
り
、
受
け
入
れ
で
き
な
か

っ
た
児
童
が
20
人
お
り
、
待

機
が
発
生
す
る
と
見
込
む
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
対

策
は
、
ど
の
よ
う
に

検
討
さ
れ
た
か
。

　

平
成
31
年
２
月
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま

え
て
第
２
期
村
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
基
づ

い
て
い
る
。
令
和
４
年
度
の

利
用
見
込
み
数
２
２
６
人
に

対
し
定
員
数
２
７
１
人
、
定

員
に
つ
い
て
は
、
最
大
３
１

１
人
の
受
皿
の
整
備
が
さ
れ

て
い
る
が
、
約
２
８
５
人
の

利
用
申
込
み
が
あ
っ
た
。
学

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
が
進
み
、

島
袋
小
区
内
及
び
高
学
年
児

の
利
用
な
ど
、
新
た
な
利
用

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
に
繋

が
っ
た
と
考
え
る
。
こ
れ
ら

の
実
績
を
基
に
計
画
の
見
直

し
を
す
る
。

　

し
ま
ぶ
く
学
童
ク

ラ
ブ
の
保
護
者
会
の

要
望
書
を
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
る
か
。

　

し
ま
ぶ
く
学
童
ク

ラ
ブ
は
、
県
内
で
も

先
駆
的
な
取
組
を
す
る
な
ど

事
業
運
営
面
で
も
優
れ
て
お

り
、
保
護
者
か
ら
も
高
い
評

価
を
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

一
方
２
期
事
業
計
画
の
見
込

み
を
超
え
る
利
用
者
ニ
ー
ズ

に
よ
り
希
望
者
の
受
け
入
れ

が
で
き
な
い
状
況
と
な
り
、

大
変
申
し
訳
な
く
思
う
。

　

当
局
は
、
待
機
児

童
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
止
め
、
努
力
を

し
理
解
を
深
め
て
ほ
し
い
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん

と
は
、
お
話
し
合
い

を
し
た
い
。

　

お
悔
や
み
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
を
検
討
し

て
ほ
し
い
。

　

北
中
城
ス
タ
イ
ル

で
や
れ
る
方
向
で
進

め
る
。

●し 
ま
ぶ
く
学
童
ク
ラ
ブ
の

待
機
児
童
解
消
の
実
現
を

那覇市役所ハイサイ市民課

詳細は
動画から
Check!

喜屋武すま子 議員

お悔やみ
コーナー
の設置を



編
集
委
員
　
委
員
長
／
上
間
堅
治
　
副
委
員
長
／
稲
福
恭
秀

　
　
　
　
　
委
　
員
／
安
里
道
也
　
伊
集
守
吉
　
喜
屋
武
す
ま
子

〒
９
０
１

−

２
３
９
２
　
沖
縄
県
中
頭
郡
北
中
城
村
字
喜
舎
場
４
２
６

−

２

Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
９
８

−

９
３
５

−

４
８
４
８

北
中
城
村
議
会
だ
よ
り
第
101
号

発 

行 

責 

任
　
北
中
城
村
議
会
議
長
　
　

編
　
　
　
集
　
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
２
０
２
２
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ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
解

除
に
な
り
、　

落
ち
着
い
て
く
る
と

思
わ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
4
月
に
入
り
再
び
感
染
拡
大
し

始
め
て
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の

感
染
者
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
と
な
っ

て
い
る
。
特
に
20
代
以
下
で
の
感

染
者
が
約
5
割
と
増
加
し
て
い
る
。

　

県
は
28
日
ま
で
を
感
染
拡
大
防

止
と
社
会
経
済
活
動
を
継
続
す
る

期
間
と
し
、
子
ど
も
と
高
齢
者
を

守
る
取
り
組
み
や
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
呼
び
か
け
て
い
る
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
公

的
年
金
額
の
引
き
下
げ
も
あ
る
中
、

4
月
1
日
か
ら
は
食
品
や
日
用
品

な
ど
の
値
上
げ
が
相
次
ぎ
、
生
活

へ
の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
正
常

な
社
会
経
済
活
動
を
取
り
戻
す
に

は
、
今
の
と
こ
ろ
各
自
の
感
染
対

策
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
以
外
な
い
と

思
う
。

　

す
べ
て
の
県
民
の
協
力
の
も
と

感
染
者
が
減
少
し
安
心
し
て
生
活

が
で
き
る
日
が
く
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。広

報
委
員　

伊
集
　
守
吉

人
権
擁
護
委
員

字
屋
宜
原

上 

里 

幸 

春
　
氏

議員が参加した行事・研修議会のうごき
☆２/22 DX研修会（議場）　　☆２/25町村議会議員・事務局職員研修会（読谷村）
☆３/12 北中城村中学校卒業式　　☆３/23 北中城小学校・島袋小学校卒業式
☆４/ ６北中城村中学校入学式　　 ☆４/ ８ 北中城小学校・島袋小学校入学式　

公式行事、研修会、勉強会の参加

DX 研修会 町村議会議員・事務局職員研修

北谷町議会議員行政視察受入れ

　DX（デジタルトランスフォーメーション）研修ではデジタル技術を活用することにより役場業務の効率
を上げるなど DX について知識を深める。議員研修は、選挙公営、新型コロナウイルスの流行状況と感染
対策について学んだ。卒業式、入学式は議長副議長のみの参加。

諮問

教
育
委
員

字
荻
道

城 

間 

健 

二
　
氏

同意


